
平成 18年 10月 2日

産業廃棄物不法投棄について

岐阜市産業廃棄物不法投棄対策本部

1.現 場の状況等について

担当・問い合わせ先 環 境事業部産業廃棄物特別対策室 (内線 6269)

(1)先 月中、ボー リング子L口での測定温度には、目立った変化はありませんで した。

また、先月末より、発熱部位の特定調査及びその周辺のガス発生状況調査を開始 し

ました。

(2)引 き続き最上部の覆土された廃棄物を対象 として自主撤去作業を行わせてお ります。

先月中(9月 1日 ～ 9月 30日 )に撤去 した廃棄物量は、 3, 921ポ で した。
。これまで (9月 30日 現在)の 累計       64,907甫
。前回報告時 (8月 31日 現在)の 累計      60, 986ポ
・内訳 (別 紙のとお り)

なお、先月中、県外 9社 ・県内 2社 ・計 11社 から新たな自主撤去の申し出があり

ました。これまでに提出された処理計画書による撤去申出量は、体積申し出分約 37,000

ポ、重量申し出分約 34,000t(過去の実績 1ぷ =0.6tに より体積に換算すると約 56,000

ポに相当)の 合計約 93,000ポとなっています。

①申し出事業者数 ・・・・県外 63社 、県内 52社 、計 115社

②着手事業者数 ・・・・・県外 55社 、県内43社 、計 98社 (①の内数)

③完了事業者数 ・・・・・県外 35社 、県内25社 、計 60社 (②の内数)

2 代 執行に係る場内モニタリング調査の実施について

担当・問い合わせ先 環 境事業部産業廃棄物特別対策室 (内線6276)

(1)場内水質等モニタリング調査
10月 の予定                 (調 査機関 :lTR環境科学研究所)

月 日 ‖荏 調査内容

1 0 1 0 火 地下水位
一斉測定

2 0 金 地下水採水、上流沢水 ・

流量 ・電気伝導率測定、

収

プラント裏湧水の採水、ガス濃度調査、沢水湧水

地下水位一斉測定、雨量 ・風向風速等のデータ回

※ 天候や現地の状況等により、変更する場合があります。

(2)斜 面モニタリング調査

毎週月曜 日実施

※ 天候や現地の状況等により、変更する場合があります。



(1)業 者名は、自二撤去に着手 した順である。

(2)主 要業種は、社名や報告などから判断 し、日本標準産業分類の大分類、また大分類のみては、分かりにくい場合は中分類の項目までとした。

(3)喜 商への搬八時期は、現在 までの市の把握 と異なる場合がある。

(4)平 成 17年 春月 6日 までの撤去については 体 校(ポ)で集計 していたが、 8月 7日 以降は重量(t)に よる撤去も認めている。

(5)申 出量が重量 (1)の業者についても、撤去量は体積 (対)で表示 してある。

(6)*i実 績値 (08t/f)を 用いて体積に換算すると約55,000甫に相 当する。

(7)搬 ,、量に満たない暫定量での申出の事業者については追加申出により 「完了」表示か取消 される場合がある。


